
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 予備交渉で明らかになった「制度矛盾」。 

 

 
 

 

 

 

３月７日（火）に、転出・退職される皆様を囲む送別会が、教育学部第 1会議室 にて行わ

れました。  

 平成２８年度は１１名の組合員が岐阜大学を去られました。そのうち６名の方に  

ご出席頂き、送り出す３７名が参加しました。  

 それぞれの組合にまつわる思い出や、かつての組合活動についてお話頂き、和やかな会と

なりました。 最後に記念撮影をして、会を閉じました。  

 転出・退職された皆様の今後のご活躍をご祈念いたします。 

（書記次長 河西 栄二）  
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転出・退職者を囲む送別会が行われました 
 



 

 

 

 
10月にバトンを引き継いでから、半年が経過しました。  

 

  年末から 1月末にかけては、人事院勧告の完全実施に伴う就業規則の改定に対して独自の

資料を作成し、勧告の趣旨に沿わない不利益変更についての是正を求めて団体交渉に臨み、

一定の成果を得ることができました(組合ニュース  No.113参照)。   

 

  また年度末にかけては、有期雇用の労働者の無期雇用への転換にとって重大な節目となる

時期であることから、本部が示した「手順書」が各部局で遵守され、当該労働者への「制度

改定に関わる説明」と「本人の希望の聴取」が誠実に遂行され、希望者全員の無期雇用への

転換の実現をめざして、中央と支部が連携して活動を進めてきました。  

  そうしたなかで、4月に入ってから、「労働条件通知書」への記載事項について、「何も説

明を受けることなく、希望を聞かれず、通知書が事務的に届けられた」「これまでにはなか

った雇用上限という記載があり、そこに『契約を更新する場合でも、平成 30年 3月 31日を

限度とする』と書かれていた」「たしかに、契約期間満了後の契約更新(の有無)」の欄には

『更新する場合があり得る』と書かれているが、本当に更新されるのか」といった不安の声

も寄せられています。  

 

  年度末の多忙な時期とは言え、当局は、定められた「手順書」にしたがって丁寧な説明を

行う責任があります。もし、それがなされないで労働条件通知書が渡された事実があれば、

気持ちよく働くことのできる職場環境を実現するために、あらためて当該労働者に対して丁

寧な説明をして、一刻も早く不安を解消してあげるべきです。組合は、来年 3月の節目(無期

雇用への転換)を見据えて、当該労働者の悩み・不安への対応を重点課題の１つとして取り組

むことにしています。  

 

  いま１つの大きな課題は、年俸制で任期付職員の労働条件についてです。年々、こうした

有期雇用の職員が教員層にも拡大しています。採用時の適正な号俸上の位置づけや昇給につ

いて、全大教からの情報をもとに他大学とも連携して、「希望者全員の無期雇用転換」の実

現のために活動を進めていくつもりです。  

 

  こうした課題を達成し、働き甲斐のある職場を実現するためには、私たち働く仲間が力を

合わせることが不可欠です。  

 

  この 4月から岐阜大学の職員となられたみなさんをはじめ、すべての働く仲間のみなさん

に、心から組合への加入を呼びかけます。 

 

(中央執行委員長  近藤 眞庸) 

  

半期を終えて - 活動の成果と後半の重点課題 



 

 

 

2017年度の新入職員研修会が 4月 3

日（病院職員）と 4月 4日（病院以

外）に開催される時間に合わせて、研

修会場である医学部記念会館前で組合

勧誘を行いました。 

配布したものは、①「親入職員歓迎！

岐阜大学を語る会」案内チラシ、②岐阜

大学職員組合紹介・加入申込書、③全大教

作成・勧誘チラシ、④教職員共済パンフと

チラシ、⑤記念ボールペンをセットにしたも の

を手渡しました。 

新入職員らしく、「ようこそ！岐阜大学へ」の声かけに

「ありがとうございます。」等元気な返事も返ってきて用意

した勧誘セットはほぼ全部受け取っていた

だけました。（4/3：約 130部、4/4：約 40

部） 

4/4（火）17時には、生協医学部食堂に

て『軽食を食べながら、新入職員と岐阜大

学を語る会(組合加入相談会)』を開催し、新入職員で参加いただいた方は 2名と全員で 15名

程度でしたが、1時間半という短い時間でしたが、あっという間に時間が過ぎ楽しいひと時で

した。入会いただいた方に任期があることから、なんとしても無期雇用を実現するように頑

張ろうと決意をしました。 

（中央執行委員 山口利哉・事務職員） 

 

●活動日誌   
・2月 3日（金） OPENUNION No.113発行 

・2月 6日（月） 四役会議 

・2月 8日（木） 中央執行委員会 

 ・3月 7日（火） 退職・転出者を囲む会 

 ・3月 8日（水） 中央執行委員会 

 ・4月 3日（月） 新入職員研修会（病院）組合チラシ配布 

 ・4月 4日（火） 新入職員研修会（病院以外）組合チラシ配布 

新入職員と岐阜大学を語る会(組合加入相談会) 

 ・4月 10日（月） 四役会議 

 ・4月 12日（水） 中央執行委員会 

 

＊次回、四役会議（5/8）、中央執行委員会（5/10）では、2018年春の「雇い止め問題」への

対応について協議をします。5/10には第１回中央委員会も予定されています。 

  

新入職員勧誘と「語る会」（4/4）開催 
 



 

 

 

今年もメーデーが取り組まれます。参加可能な組合員の方は、ぜひともご参加ください。

ご参加いただいた方には、行動費 として補助をいたします。 

第 88回岐阜県中央メーデー 


